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　　　　　　　　 緒　　言

　通常 ， 固形癌は 原発巣 の み な らずその 転移巣に

お い て も腫瘤形成性 に 増殖す る が
，

一部 の 癌 で は

全身骨髄 へ 広範 な びまん浸潤性転移を きた し ， い

わ ウる骨髄癌腫症 と呼ぽ れる 病像 を呈 する．骨髄

癌腫症は 粘液産生性低分化腺癌を組織型 とす る 胃

癌 に 合併す る こ とが多 く
1）〜4），子宮頚癌 に 併発す

る こ とは極め て 稀で ある ．また ， 骨髄癌腫症は し

ばしぽ特徴 ある血 液学的変化を随伴す る こ とで も

知 られ て い る．今回我 々 は
，
DIC，類 白血病反応な

どの 血 液学的異常を伴 っ た 再発性子宮頚部扁平上

皮癌に よる骨髄癌腫症の 極め て 稀 な 1 例 を経験 し

た の で
， 文献的考察を加 えて 報告す る．

　　　 　　　　　 症　　例

　，患、者　：79歳 ，　1三婦．

　 主訴 ：腰痛，血 便．

　既往歴 ， 家族歴 ：特記すべ きこ とな し．

　 月経・妊娠歴 ：初経 13歳， 閉経 53歳 ， 経妊 7回 ，

経産 7 回．

　入 院前経過 ：1985年 2 月に 子宮頚部扁平上皮癌

（角化型 ，
皿 b 期）に て 放射線治療を受け順調 に経

過．1991年 7 月頃か ら腰 痛 ， 下肢浮腫 が 出現．同

年 7月 の 骨 シ ン チ
，
CT 検査に て 第 4 腰椎骨破壊。

RI 集積像，大動脈周 囲 リ ン パ 節腫大 ， 水腎症 ， 多

発性肺転移像が認め られた，対症的 に 加 療し て い

たが
，

11月初め よ り嘔 気 ，
血 便を伴 い 11月 5 日入

院 した ．

　入 院時身体所見 ：体格中等度．半昏睡状態 ，
血

圧測定不能で ，強度の 貧血
， 脱水 ， 消化管 出血 が

み られ た．表在 リ ン パ 節 は 触知せず ， 性器 出血 ，

皮膚出血斑 は 認め られ な か っ た。

　入院時検査所見 ：胸部単純 X 線写真で は，両 肺

野に 多発性 の coin 　lesionが認め られ た．血液検査

（表 1 ）で は ， 中等度 の 正球性正色素徃奠典三
血 小

板 の 著減 ， 後骨髄球を中心 と し た 幼若白血球 の 末

梢 出現を伴 う類 白血 病反応様の 白血球数増加が み

られた ，LDH ， ア ル カ リフ ォ ス フ ァ タ ーゼ は 中等

度に 上 昇 して い たが
，
血 清 Ca は 低値であ2 た ．腫

瘍 マ
ー

カ
ー

で は SCC ，　 TPA が著明に 上 昇し て い

た ．ま た ，腎機能の 高度 の低下 ， 高血糖 も認め ら

れ，多臓 器不全 の 状態に あ っ た，血液凝固 ・線溶

系で は
， 活性化部分 ト ロ ン ボ プ ラ ス チ ソ 時間 ，

フ ィ

ブ リ ノ
ーゲ ン は 正常で あ っ た が ，

プ ロ ト ロ ン ビ ン

時間の 延長 ， FDP の 上昇 ，
　 AT 一皿 の低下，ト ロ ン

ビ ソ ・ AT −m 複合体 の 高度高値がみ られた ．厚生

省 DIC 診断基 準の ス コ ア
ーは 10点で あ っ た．

　以上 の 臨床経過 と検査成績 よ り， DIC を合併し

た再 発性子宮頚部扁平上皮癌 と診断 した．また ，

類 白血 病反応 を伴 っ た DIC が み られた こ とな ど

か ら骨髄癌腫症 の 併発が強 く疑わ れた ．

　入 院後経 過 ：た だ ち に 中心 静脈 を確 保 し
， 抗

シ ョ ヅ ク 療法 を行 っ た 。並 行 し て 新鮮血 ， 濃厚血

小板 ，
AT ・m 製剤，　 FOY ，ヘ パ リン の 投与 に よ る

抗 DIC 療法 を 行 っ た が
， 臨床的に もま た 血液学的
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表 1　 入 院 時血 液検査所見

RBC　　　　　　　　　315　x　10， 〆μ1

Hb　　　　　　　　　　　　　　83g ／dl

　Ht　 　 　　 　 　　 　 23、7％

Reticulo．　　　　　　　　　 5脇
Erythrob ！ast 　　　　　　　　（一）

Fragmentation　　　　　　（
一

）

PLT 　　　　　　　　3．6× 10▽μ I

WBC 　　　　　　 30，65G／μl

　Mye 】o，　　　 　　　　 　 1％

Metamyelo ．　　 　　 　 21％
Stab，　　　　　　　　　　　　 43 ％

Seg．　　　　　　　　 31 ％

Mono，　　 　 　　 　　 5％

　Lympho ．　　　　　　　　　　1％

Eosin。．，　Baso．　 　 　 0％

T ．P　　　　　　　　　　　5．1g ／d重

GOT 　　　　　　　　　　　771U／l

GPT 　　　　　　　　　　　271U／1

LDH 　　　　　　　　　　7171U／l

ALP 　　　　　　　　　　　3331U／1

T ・BilT
，GT
・CHOBUNCrNaKClCaFBSCRPSCCTPAPTAPTTFibFDPAT

・皿
TATPIC

テ ス ト

　 0．7mg ／dl

　 225mg ／dl

　 l23　mgfdl

204．Omg ／d1

　 9．4mg ／dl

　 124mEq ／1

　 5．4mEqA

　　67mEq ／1

　 7 ，4mg ／dl

　 613mg／dl
　 13．5mg ／dI

　 ≧ 70ng／ml

≧1，500U ／1
　 14．3秒（57％）

　 28．9秒

　 389   ／dl

　 　 20μ9／m 】

　 14，6  ／dl

　 46、2ng ／ml

　＜0．3μg／m1

　　 　　 　　 写真 1　 胸 骨骨髄像

A ：濃染す る 癌細胞 の 集簇（HE 染色，× 100）．　B ：大型

で 多形性の 転移癌細胞群 （HE 染色，　Xl ．OOO），

に も改善は み られず，11月 9 日多臓器不 全 に よ り

死亡 した．

　胸骨骨髄穿刺検査 ：家族の 同意を得て
， 死直後

（約10分後）に胸骨骨髄穿刺 を行 っ た．胸骨骨髄像

で は
， 大型で 濃染す る多形性の 転移癌細胞 の集簇

が み られ （写真 1），造血細胞 の 形成不全 ・形態異

常， マ ク 卩 フ ァ
ージ の 著明な増加 を伴 っ て い た．

なお ， 転移癌細胞群 の周囲は豊富な フ ィ ブ リ ン 網

で 覆わ れ て い た ．

　　　　　　　　　考　　案

　骨髄癌腫症に 関 して ，次 の よ うな特徴が報告 さ

れ て い る
1）
’”5）．  原発巣 と し て は 胃癌 が大半を 占

め る．組織型は 粘液産生性低分化腺癌が多い． 

臨床症状で は，腰背部痛，貧血
， 出血 傾向が好発

する．  血液学的変化 と して
， 貧血 ， 白血球増加，

末梢血 中 へ の 幼若顆 粒球ある い は 赤芽球 の 出現，

DIC 又 は 細小血 管障 害性溶血 性貧血 （microan ・

giopathic　hemolytic　 anemia ： MHA ）
6）を高率に

合併する．  ほ ぼ全例で LDH ，　ALP が上昇す る，

　本例 で は 全 身骨髄 の 検索は 行わ れ な か っ た が
，

胸骨骨髄穿刺陽性で ，類 自血病反応，DIC な ど癌

の び ま ん 性骨髄転移 に特徴的な血 液所見がみ られ

た こ とか ら骨髄癌腫症 と診 断 した．
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　癌患者 に
， 類白血 病反応を伴 う貧血 ， 1eukoer−

ythroblastic　anemia ，
　 MHA ，

　 DIC が み られ た場

合，とくに DIC に 前 3老 の い ずれか の 合併が認め

られ た 場合は 骨髄癌腫症 の 併発 を積極的 に疑 う必

要が ある．本例で は DIC に 合併 して み られた 類 白

血 病反応 が 骨髄 癌腫症 の 併発 を疑 う糸 口 と な っ

た．

　婦人科癌 に よ る い わ ゆる 骨髄癌腫症 の 報告例は

極め て 稀で ， 我 々 の 調べ 得た範囲内で は
， 34歳の

MHA を合併 した ム チ ソ 産 生性卵巣癌 の 1 例
7）と

51歳の DIC を合併 した子宮頚部扁 平上 皮癌の 1

例
s）の み で あ っ た．こ の 2例 は い ずれ も review に

よ り確認され た 症例 で あ り， 骨髄癌腫症 と し て報

告 された症例は 本例が初 め て で あ っ た ．しか し，

品川 ら
9）は，婦人科進行癌の 5，9％ ， 再発癌の 7．0％

に 急性 DIC がみ られ ， とく に 卵巣癌で 頻度が高 い

と報告 し ，さ らに ，DIC は広範な骨髄転移例 に好

発する
1°）こ とを考 え る と，婦人 科癌と く に 組織 ト

卩 ン ポ プ ラ ス チ ン に富む粘液産生性卵巣癌に 併発

す る骨髄癌腫症は 実際は こ れ ほ ど稀な もの で は な

い も の と推察され る．

　骨髄癌腫症 の 確定診断に は，骨 シ ン チ お よ び骨

髄穿刺 ・生検の 併用が有用で あ る．原武 と堀 江3｝

は，高度の 骨髄癌腫症で は 骨 シ ソ チ は 全例で 陽性

を示 し ， そ の 骨病変 は
， 胸骨 ， 椎骨 ， 肋骨に 必発

し ， 骨盤骨，肩 甲骨，上 下肢に 多 くみ られた と報

告し て い る．
一方 ， 骨髄穿刺は 約 50％ で dry　tap を

示 し
1）4 ）

， 骨髄穿刺又 は 生検が 行わ れた 骨髄癌腫症

例 の 約 60％で 癌細胞 が確認 され て い る
1）3）4）

．まず

骨 シ ン チ で ス ク リ
ー

ニ ソ グ し ，次 い で 骨髄穿刺，

骨髄生検の 順 に 検査 を進 め れば大半の 症例で 臨床

診 断 は 可 能 と思 わ れ る．な お ， Chernow　 and

Wallnerli）は leukoerythroblastosis
，

血 小 板 数

100，000／μ1未満，LDH 　5001U／1以上 ，骨痛の うち

2 所見以上 が認め られれば癌の 骨髄転移 を強く疑

い
， 骨 シ ン チ

， 骨髄生検を 行 うよ うすすめ て い る．

　 骨髄癌腫症 に DIC，　 MHA を合併す る と ， 脳 出

血 ・梗塞 ， 硬膜下 出血
， 腎不 全 な どを併発 し極め

て 悲観的な転帰を とる
1）4）．重篤な血 液学的異常を

伴 う前 に
， 早期 に 発見 し治療する 必要が あ る．そ

の た め に は，本症の 存在 を常に 考慮 に い れて 癌患

者の 診療に 臨まな けれ ぽな らな い ．
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